
504住戸改修
竣 工 報 告 会

2026.2.27FRI

10 :00 -12 :30
14 :00 -16 :30

大阪開催@NEXT21
※報告会と見学会

東京開催@建築会館
※報告会のみ（オンライン併用)

15 :00 -17 :30

2026.3.5 THU



　本日は「実験集合住宅NEXT21 504住戸改修 竣工報告会」にご参加いただき、誠にありがとうございます。

　NEXT21は、1990年に検討プロジェクトが発足し、1993年に竣工、翌1994年より居住実験を開始しました。

それ以来、時々の社会課題を踏まえたテーマ設定のもと、新しいエネルギー設備の導入や間取りの変更などの必要

な改修を実施し、省エネ・省CO₂、多様なライフスタイルへの対応など、近未来の都市部における住まいのあり方を

実験・検証してまいりました。これもひとえに皆さま方のご支援の賜と深く感謝いたします。

　今回、「和の居住文化の継承・発展」をテーマに504住戸を改修し、無事に竣工を迎えることができました。日本の

伝統的な住まいで培われてきた、自然とともに暮らし自然の力を活かすパッシブデザイン、身近な資源を循環利用

するサーキュラーデザイン、そして家族や外部の人と関わり、文化的活動を楽しみながら快適に過ごすという

住様式、こうした和の居住文化を現代的に再構築し、心豊かな住生活と環境配慮の同時実現を目指しました。

　本報告会では、504住戸改修のコンセプトや住戸の計画・設計内容、さらに、部材の再利用を前提とした解体

作業や、建築時の環境負荷低減効果の定量化など、竣工までに取り組んできた内容を中心にご報告いたします。

環境問題への対応が急務となっている現代において、これからの住まいのあり方を皆さまと共に考える機会にしたい

と考えております。本日の内容がご参加の皆さまの事業活動やご研究の一助となれば幸いです。

　最後になりますが、NEXT21は第6フェーズをスタートして間もなく1年を迎えます。本フェーズでは、人・地域・

自然の関わりが生み出す価値に改めて注目し、多くの方々のお力をお借りしながら居住実験を継続してまいります。

今後も成果を発信し続けられるよう努めてまいりますので、皆さまには変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、

今後ともよろしくお願い申し上げます。

大阪ガス株式会社　常務執行役員

植田 信一

ご 挨 拶



報　告 18

30

40

56

「NEXT21の軌跡及び504住戸改修の狙い」

講　演

住戸見学

「504住戸インフィル改修のコンセプト・設計内容」

川島 範久氏

※上記の内容は変更する場合がありますのでご了承ください。 

開　会 ❶10：00
❷14：00

❶10：05
❷14：05

❶11：20
❷15：20

❶12：25
❷16：25

❶10：55
❷14：55

❶10：15
❷14：15

❶10：25
❷14：25

❶10：40
❷14：40

質疑応答

休　　憩

大阪ガス実験集合住宅

74

02 03

開 会 のご 挨 拶
❶大阪ガス株式会社　執行役員
　エナジーソリューション事業部　計画部長　野口 隆浩

　内上 裕介

講　演
「504住戸クラディング改修」

集工舎建築都市デザイン研究所　荒川 裕樹氏

OSAKA 大阪：報告会と見学会

PROGRAM プログラム

講　演
「サーキュラーデザインの実践と評価」

清 家  剛氏

「部材の回収・再利用に伴うCO₂削減効果の検証」

磯部 孝行氏

❶11：10 /  ❷15：10

質疑応答（ホールにて）❶12：20 /  ❷16：20

❶11：15 /  ❷15：15

504住戸ご紹介

後 半 の 部  ： 住 戸 見 学

前 半 の 部  ： 講  演

※504住戸に加え、他の見学用住戸や共用部もご案内いたします。

閉 会 のご 挨 拶
閉　会

講　演

❷大阪ガス株式会社
　エナジーソリューション事業部
　計画部　環境・政策チーム　マネジャー

大阪ガス株式会社
エナジーソリューション事業部
計画部　環境・政策チーム　マネジャー　

　内上 裕介

川島範久建築設計事務所代表　
明治大学准教授

東京大学大学院教授

武蔵野大学准教授

川島 範久氏川島範久建築設計事務所代表　
明治大学准教授

大阪ガス株式会社
エナジーソリューション事業部
計画部　環境・政策チーム　マネジャー

　内上 裕介



04 05

※上記の内容は変更する場合がありますのでご了承ください。 

大阪ガス実験集合住宅

植田 信一

TOKYO + ONLINE 東京：報告会のみ    （オンライン併用）

質疑応答 17：20

質疑応答 16：20

PROGRAM プログラム

講　演
06

30

40

56

「建築物ライフサイクルカーボン制度の2028年度開始にむけて」
　～ストック型社会における省エネ・省資源・脱炭素を考える～

講　演
「504住戸インフィル改修のコンセプト・設計内容」

川島 範久氏川島範久建築設計事務所代表　
明治大学准教授

開　会

74

開 会 の ご 挨 拶

宮 森  剛氏

講　演
「504住戸クラディング改修」

集工舎建築都市デザイン研究所　荒川 裕樹氏

講　演
「サーキュラーデザインの実践と評価」

「部材の回収・再利用に伴うCO₂削減効果の検証」

閉 会 のご 挨 拶
閉　会

講　演

62
「丁寧解体や部材回収の作業方法・作業量の分析」

講　演

15：00

15：05

15：40

15：50

17：25

16：25

16：40

17：00

国土交通省 住宅局 
参事官（建築企画担当）付
建築環境推進官

報　告 18
「NEXT21の軌跡及び504住戸改修の狙い」

大阪ガス株式会社
エナジーソリューション事業部
計画部　環境・政策チーム　マネジャー

　内上 裕介15：25

関西学院大学准教授　金  容 善氏

大阪ガス株式会社　常務執行役員 清 家  剛氏東京大学大学院教授

磯部 孝行氏武蔵野大学准教授

大阪ガス株式会社
エナジーソリューション事業部
計画部　環境・政策チーム　マネジャー

　内上 裕介
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「建築物ライフサイクルカーボン制度の2028年度開始にむけて」
　～ストック型社会における省エネ・省資源・脱炭素を考える～

PROFILE　登 壇 者 紹 介

国土交通省 住宅局 参事官（建築企画担当）付
建築環境推進官

宮  森　剛 氏

「建築物ライフサイクルカーボン制度の
2028年度開始にむけて」

講　演

東京の み

～ストック型社会における省エネ・省資源・脱炭素を考える～



08 09

「建築物ライフサイクルカーボン制度の2028年度開始にむけて」
　～ストック型社会における省エネ・省資源・脱炭素を考える～

講　演



10 11

「建築物ライフサイクルカーボン制度の2028年度開始にむけて」
　～ストック型社会における省エネ・省資源・脱炭素を考える～

講　演



12 13

「建築物ライフサイクルカーボン制度の2028年度開始にむけて」
　～ストック型社会における省エネ・省資源・脱炭素を考える～

講　演



14 15

「建築物ライフサイクルカーボン制度の2028年度開始にむけて」
　～ストック型社会における省エネ・省資源・脱炭素を考える～

講　演



16 17

「建築物ライフサイクルカーボン制度の2028年度開始にむけて」
　～ストック型社会における省エネ・省資源・脱炭素を考える～

講　演



18 19

「NEXT21の軌跡及び504住戸改修の狙い」

PROFILE　登 壇 者 紹 介

大阪ガス株式会社　エナジーソリューション事業部
計画部　環境・政策チーム　マネジャー　

内上  裕介

「NEXT21の軌跡及び
504住戸改修の狙い」

報　告



20 21

「NEXT21の軌跡及び504住戸改修の狙い」報　告



22 23

「NEXT21の軌跡及び504住戸改修の狙い」報　告



24 25

「NEXT21の軌跡及び504住戸改修の狙い」報　告



26 27

「NEXT21の軌跡及び504住戸改修の狙い」報　告



28 29

「NEXT21の軌跡及び504住戸改修の狙い」報　告

MEMO



30 31

「504住戸クラディング改修」

PROFILE　登 壇 者 紹 介

「504住戸クラディング改修」

講　演

集工舎建築都市デザイン研究所

荒川  裕樹 氏



32 33

「504住戸クラディング改修」講　演



34 35

「504住戸クラディング改修」講　演



36 37

「504住戸クラディング改修」講　演



38 39

「504住戸クラディング改修」講　演
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「504住戸インフィル改修のコンセプト・設計内容」

PROFILE　登 壇 者 紹 介

「504住戸インフィル改修の
コンセプト・設計内容」

講　演

川島範久建築設計事務所代表　
明治大学准教授

川島  範久 氏



42 43

「504住戸インフィル改修のコンセプト・設計内容」講　演



44 45

「504住戸インフィル改修のコンセプト・設計内容」講　演



46 47

「504住戸インフィル改修のコンセプト・設計内容」講　演



48 49

「504住戸インフィル改修のコンセプト・設計内容」講　演



50 51

「504住戸インフィル改修のコンセプト・設計内容」講　演



52 53

「504住戸インフィル改修のコンセプト・設計内容」講　演



54 55

「504住戸インフィル改修のコンセプト・設計内容」講　演

MEMO



56 57

「サーキュラーデザインの実践と評価」

PROFILE　登 壇 者 紹 介

「サーキュラーデザインの
実践と評価」

講　演

東京大学大学院教授

清  家   剛 氏

1 2

3 4

5 6



58 59

「サーキュラーデザインの実践と評価」講　演

7 8

9 10

11 12

13 14

15 16

17 18



60 61

「サーキュラーデザインの実践と評価」講　演

19 20

21 22

23 24

25 26



62 63

「丁寧解体や部材回収の作業方法・作業量の分析」

PROFILE　登 壇 者 紹 介

「丁寧解体や部材回収の
作業方法・作業量の分析」

講　演

関西学院大学准教授

金   容  善 氏

東京 の み
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「丁寧解体や部材回収の作業方法・作業量の分析」講　演



66 67

「丁寧解体や部材回収の作業方法・作業量の分析」講　演



68 69

「丁寧解体や部材回収の作業方法・作業量の分析」講　演



70 71

「丁寧解体や部材回収の作業方法・作業量の分析」講　演



72 73

「丁寧解体や部材回収の作業方法・作業量の分析」講　演

MEMO



74 75

「部材の回収・再利用に伴うCO₂削減効果の検証」

PROFILE　登 壇 者 紹 介

「部材の回収・再利用に伴う
CO₂削減効果の検証」

講　演

武蔵野大学准教授

磯部  孝行 氏



76 77

「部材の回収・再利用に伴うCO₂削減効果の検証」講　演



78 79

「部材の回収・再利用に伴うCO₂削減効果の検証」講　演



80 81

「部材の回収・再利用に伴うCO₂削減効果の検証」講　演



82 83

「部材の回収・再利用に伴うCO₂削減効果の検証」講　演



84 85

「部材の回収・再利用に伴うCO₂削減効果の検証」講　演



86 87

「部材の回収・再利用に伴うCO₂削減効果の検証」講　演



88 89

「部材の回収・再利用に伴うCO₂削減効果の検証」講　演



90 91

「部材の回収・再利用に伴うCO₂削減効果の検証」講　演

MEMO




